
 

 

 

 

 

 

進路懇談が終わりました。今週末には出願があり、来週の金曜日には公立一般選抜入試 

があります。今回は、公立一般選抜入試の種類と新型コロナウイルスの対応について載せ 

ました。みなさんが受験する学校がどの種類で、どのような問題が出るかを理解しておきましょう。 

また、入試当日に実力を出しきれるように体調管理をしっかりしてください。新型コロナウイルス対応が緩

和されてきていますが、油断はできません。できる予防策をしっかりと行い、実力を発揮できるようにしましょ

う。もしもの場合に、新型コロナウイルスの対策は、必ず読んでおいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験生の皆様へ 
大阪府公立高等学校入学者選抜等における新型コロナウイルス対応は、以下のとおりとします。 

１ 受験の可否について 

次の①②の人は受験できません。 

①  陽性者 

② 濃厚接触者に特定された人で、学力検査等当日に発熱等の風邪の症状がある
．．

人 

次の③④の人は別室で受験することができます。 

③  濃厚接触者に特定された人で、学力検査等当日に発熱等の風邪の症状がない
．．

人 

濃厚接触者に特定された人は可能な限り PCR 検査等により陰性であることを確認

してください。学力検査等当日、自宅等での検温に加え、志願先高等学校でも適宜健

康観察（検温等）を行い、発熱等の症状がないことを確認したうえで、別室で受験す

ることができます。 

④  学力検査等当日に発熱等の症状がある人（濃厚接触者に特定された人を除く） 

 

※①から④の人で試験当日に受験しない人は、追試験に出願することができます。 

  なお、外国から帰国又は入国した人で、検疫所長が指定する場所において待機を指示され

ている人は、①②と同様の対応とします。 

２ 出願から学力検査等前日までの対応について 

「１」の①②③④に該当する人は、状況が明らかとなった段階で、すぐに次の【連絡先】

に連絡してください。 

【連絡先】 

大阪府内の中学校等の出身者 … 中学校等の先生 

※中学校等とは、中学校、支援学校、義務教育学校、中等教育学校のことです。 

３ 学力検査等当日の対応について 

(1) 学力検査等当日はマスクの着用をお願いします。ただし、学力検査等の時間中はマス

クを着用しなくても構いません。マスクを着用することができないなどの事情がある場

合は、あらかじめ「２」の【連絡先】まで連絡してください。 

(2)  学力検査等当日の朝に検温し、発熱等の風邪の症状がある場合は、当日の朝８時まで

に、「２」の【連絡先】に連絡してください。 

(3)  「１」の③に該当する人は、学力検査等当日、可能な限り、公共交通機関の利用を避

けて会場に来てください。 

(4) 検査室等は換気の影響により寒くなることも考えられます。着脱可能な暖かい服装で

学力検査等に臨んでください。ただし、文字や地図等が入っていることにより問題の解

答に影響があると考えられるものは着用しないこと。 
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普段からメリハリのあるマスクの着脱やこまめな手洗いなど、感染予防に努めましょう。 

種 類 
特  徴 

国 語 数 学 英 語 

Ａ 

(基礎的問題) 

基礎的な内容の文章
を正確に理解する力
を問う問題や、国語に
関する基礎的な知識
を問う問題を中心に
出題する。 

基礎的な計算問題を出
題するとともに、「数と
式」、「図形」、「関数」、
「資料の活用（データの
活用）」の基礎的な事項
についての理解を問う問
題を中心に出題する。 

〔筆答〕 
基礎的な語彙・文法の理解を問う問題とともに、基礎
的な内容の英文を読み取る力を問う問題を中心に出
題する。 
〔リスニング〕 
自然な口調で話された英語からその具体的な内容
や必要な情報を聞き取る力を問う問題を中心に出
題する。 

Ｂ 

(標準的問題) 

基礎的・標準的な内
容の文章を正確に理
解する力を問う問題
を中心に、問われた
ことがらについて適
切に表現する力を問
う問題をあわせて出
題する。 

「数と式」、「図形」、「関
数」、「資料の活用（デ
ータの活用）」の基礎
的・標準的な事項につ
いての理解を問う問題
を中心に出題する。 

〔筆答〕 
基礎的な語彙・文法についての理解を問うたうえで、
基礎的・標準的な内容の英文を読み取る力を問う問
題を中心に出題する。 
〔リスニング〕 
自然な口調で話された英語からその具体的な内容や
必要な情報を聞き取る力を問う問題を中心に出題す
る。 

Ｃ 

(発展的問題) 

標準的・発展的な内
容の文章を正確に理
解する力を問う問題
とともに、問われたこ
とがらについて適切
に表現する力を問う
問題を中心に出題す
る。 

「数と式」、「図形」、「関
数」、「資料の活用（デ
ータの活用）」の標準
的・発展的な事項につ
いて、数学的に処理し判
断する力を問う問題を
中心に出題する。 

〔筆答〕 
標準的・発展的な内容の英文の中から、話題や論理
の流れに沿って必要な情報を素早く読み取る力を問う
問題とともに、一定量以上のまとまりのある内容を英文
で適切に表現する力を問う問題を中心に出題する。 
※問題文は、指示文を含め、すべて英語で構成する。 
〔リスニング〕 
自然な口調で話された英語からその具体的な内容
や必要な情報を聞き取る力を問う問題とともに、「読
む・聞く・書く」技能を統合的に活用する力を問う問
題を出題する。 

＊英語の学力検査は、令和３年４月26日に通知した「大阪版 中学校で学ぶ英単語集（令和３年４月改訂）」から出題します。 

＊Ａ、Ｂ問題のリスニングテストでは、同一問題を使用し、配点は約 20％とします。 

＊Ｃ問題のリスニングテストでは、Ａ、Ｂ問題と異なる問題を使用し、配点は約 33％とします。 

みなさんは東能勢 

中学校へ連絡すること 


